
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

鄧梅羹『中国文学史綱』と譚丕模『中国文学史綱』
: 併せて新発見の劉復の佚序について

竹村, 則行
九州大学大学院人文科学研究院文学部門 : 教授 : 中国文学

https://doi.org/10.15017/13189

出版情報：中国文学論集. 36, pp.102-117, 2007-12-25. 九州大学中国文学会
バージョン：
権利関係：



― ―

は
じ
め
に

近
代
に
お
け
る
中
国
人
の

『

中
国
文
学
史』

著
作
は
、
林
伝
甲

『

中
国
文
学
史』

(

一
九
〇
四
年)

に
始
ま
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

当
時
東
ア
ジ
ア
を
席
捲
し
て
い
た
所
謂

｢
西
学｣

の
東
漸
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
お
り
、
当
初
こ
そ
明
治
維
新
に
よ
っ
て
先
行
し
た
明
治

期
日
本
人
に
よ
る

『

支
那
文
学
史』

の
影
響
を
受
け
た

(

１)

も
の
の
、
間
も
な
く
辛
亥
革
命
や
五
四
運
動
、
新
中
国
の
成
立
を
経
て
、
近
現

代
の
中
国
文
人
に
よ
る『

中
国
文
学
史』

が
出
現
す
る
の
は
理
の
当
然
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の『

中
国
文
学
史』

著
述
の
内
容
も
、

当
初
の
総
合
的
全
般
的
な
著
述
か
ら
、
や
が
て
分
野
別
の
専
門
的
な
内
容
に
分
化
し
て
い
く
の
は
、
近
代
に
お
け
る
学
問
体
系
の
進
展

の
方
向
と
も
一
致
す
る
必
然
の
趨
勢
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
近
現
代
の

『

中
国
文
学
史』

著
作
の
書
目

(
外
国
人
著
作
、
翻
訳
本
を
含
む)

を
網
羅
し
た
陳
玉
堂
の

『

中
国
文
学
史
書
目
提

要

(

２)』

は
、
通
史
編
・
断
代
史
編
・
分
類
史
編
に
分
か
っ
て
計
三
四
五
種
の

『

中
国
文
学
史』

著
作
の
提
要
を
載
せ
る
が
、
そ
の
十
八
年

後
に
刊
行
さ
れ
た
陳
飛
主
編

『

中
国
文
学
専
史
書
目
提
要

(

３)』

で
は
、
作
者
文
学
史
・
読
者
文
学
史
・
主
題
文
学
史
・
体
法
文
学
史
・
民

族
文
学
史
・
地
域
文
学
史
・
比
較
文
学
史
の
七
部
門
に
分
か
っ
て
計
七
一
〇
種
に
倍
増
し
た
書
目
を
著
録
す
る
。
こ
れ
ら
は
書
目
の
採

録
方
針
や
範
囲
等
に
よ
っ
て
増
減
を
伴
う
で
あ
ろ
う
が
、
時
代
を
経
て
蓄
積
を
重
ね
た
結
果
、『

中
国
文
学
史』

書
目
が
増
多
す
る
の

は
こ
れ
ま
た
当
然
で
あ
ろ
う
。『

中
国
文
学
史』

史
の
研
究
者
董
乃
斌
は
、
二
〇
〇
五
年
の
論
文

｢

文
学
史：

理
論
と
実
践
の
連
動
が

必
要
で
あ
る

(

４)｣

の
中
で
、｢

現
在
ま
で
の
所
、
我
が
国
は
既
に
一
六
〇
〇
余
部
の

『
中
国
文
学
史』

を
出
版
し
た
が
、
佳
作
は
少
な
く
、

中
国
文
学
論
集
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し
か
も
現
在
な
お
毎
年
十
余
部
の
ハ
イ
ペ
ー
ス
で
出
版
さ
れ
て｣

い
る
と
述
べ
る
。
上
記
の
二
書
目
を
比
較
す
る
と
、
こ
の
二
十
年
で

飛
躍
的
に
増
大
し
た

『

中
国
文
学
史』

分
野
は
、
民
族
文
学
史
と
地
域
文
学
史
の
分
野
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
現
代
中
国
が
抱
え
る
少
数

民
族
問
題
や
地
域
文
化
の
復
興
等
の
政
治
テ
ー
マ
に
呼
応
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
の
評
価
は
今
後
の
検
証
に
委
ね
る

と
し
て
、『
中
国
文
学
史』

著
作
の
勃
興
自
体
は
慶
賀
す
べ
き
現
象
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
れ
ら
許
多
の

『

中
国
文
学
史』

著
作
の
一
に
、�
梅
羮

『

中
国
文
学
史
綱』

(

一
九
三
二
年
初
版)

と
譚
丕
模

『

中
国
文
学
史

綱』
(

一
九
三
三
年
初
版)

が
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
二
著
は
共
に
当
時
新
興
の
思
想
で
あ
っ
た
唯
物
史
観
に
よ
っ
て
書
か
れ
た

『

中
国
文
学
史』

著
作
で
あ
る
。
譚
著

『

中
国
文
学
史
綱』

は
訂
正
版
を
重
ね
て
今
日
も
容
易
に
版
本
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対

し
、�
著

『

中
国
文
学
史
綱』
は
前
記
の
二
大
書
目
に
も
一
切
載
録
が
無
く
、
そ
こ
に
寄
せ
た
劉
復

(

半
農)

序
と
共
に
、
今
日
学
界

に
忘
却
さ
れ
た

『

中
国
文
学
史』
著
作
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
二
著
が
偶
々
同
題
の

『

中
国
文
学
史』

で
あ
れ
ば
、
紛
ら
わ
し
い
同

題
別
著
の
問
題
で
済
む
の
だ
が
、
実
は
こ
の
二
著
は
著
者
名
を
異
に
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
全
く
同
一
の
同
版
で
あ
り
、

近
現
代
の

『

中
国
文
学
史』

著
作
史
上
、
ひ
い
て
は
近
現
代
の
著
作
権
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
問
題
と
疑
問
が
生
じ
る
。
一
体
ど
の
よ

う
な
経
緯
で
こ
の
よ
う
な
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
拙
稿
は
、�
著
に
寄
せ
た
劉
復
序
や
当
時
の
両
著
の
出
版
社
、�

・
譚
両

人
の
関
係
等
、
両
著
を
め
ぐ
る
当
時
の
情
況
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
探
索
し
つ
つ
、
一
九
三
十
年
代
初
頭
の

『

中
国
文
学
史』

著
作
情

況
の
一
端
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

一�
梅
羮
と
譚
丕
模
の

『

中
国
文
学
史
綱』

�
梅
羮

(

ま
た
譚
丕
模)

の

『

中
国
文
学
史
綱

(

５)』

の
本
文
は
、
以
下
の
十
六
章
に
分
け
て
叙
述
さ
れ
る
。

第
一

緒
論

第
二

原
始
封
建
制
度
時
代
の
文
学
―
西
周

(

紀
元
前
一
二
〇
〇
―
八
五
〇)

第
三

原
始
封
建
制
度
崩
壊
時
代
の
文
学

(

一)

―
春
秋
戦
国

(

約
紀
元
前
八
五
〇
―
二マ

マ

五
〇)

第
四

原
始
封
建
制
度
崩
壊
時
代
の
文
学

(

二)

―
戦
国

(

約
紀
元
前
三マ

マ

五
〇
―
二
五
〇)

�
梅
羮『

中
国
文
学
史
綱』

と
譚
丕
模『

中
国
文
学
史
綱』
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第
五

封
建
制
度
復
興
時
代
の
文
学
―
両
漢

(

約
紀
元
前
二
〇
〇
―
一
五
〇)

第
六

封
建
制
度
破
壊
時
代
の
文
学
―
漢
末
魏
晋
南
北
朝

(

約
一
五
〇
―
六
〇マ

マ

〇)
第
七

封
建
制
度
安
定
時
代
の
文
学
―
初
唐

(

約
六
二マ

マ

〇
―
七
二
〇)

第
八

封
建
制
度
危
機
時
代
の
文
学
―
中
唐
五
代

(

七
二
〇
―
九
七
〇)

第
九

封
建
制
度
表
層
安
定
時
代
の
文
学
―
北
宋

(

約
九
七
〇
―
一
一
〇
〇)

第
十

遊
牧
民
族
侵
略
下
の
文
学
―
南
宋

(

約
一
一
〇
〇
―
一
二
七
〇)

第
十
一

遊
牧
民
族
統
治
下
の
文
学
―
元
代

(

約
一
二
七
〇
―
一
三
七
〇)

第
十
二

新
封
建
化
時
代
の
文
学
―
明
代

(

約
一
三
七
〇
―
一
六
〇マ

マ

〇)

第
十
三

封
建
制
度
復
活
時
代
の
文
学
―
清
代

(

約
一
六
五マ

マ

〇
―
一
八
五
〇)

第
十
四

民
族
資
産
階
級
意
識
の
萌
芽
時
期
の
文
学
―
清
末

(

約
一
八
五
〇
―
一
九
一
九)

第
十
五

封
建
時
代
の
残
滓
と
民
族
資
産
階
級
が
混
合
統
治
す
る
時
代
の
文
学
―
五
四
運
動
か
ら
一
九
二
八
年
ま
で

第
十
六

労
働
大
衆
が
覚
醒
す
る
時
期
の
文
学
―
一
九
二
八
年
か
ら
現
在
ま
で

以
下
、
第
一
〜
二
、
七
〜
八
、
十
四
〜
十
六
章
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

第
一
章

｢

緒
論｣

は
、
更
に
一

｢

中
国
文
学
史
と
は
何
か｣

、
二

｢

な
ぜ
中
国
文
学
史
を
研
究
す
る
の
か｣

、
三

｢

ど
の
よ
う
に
中
国

文
学
史
を
研
究
す
る
の
か｣

、
四

｢

中
国
文
学
史
の
発
展
段
階｣

の
四
節
に
分
か
れ
る
。
こ
の
分
問
は
、
先
行
す
る
謝
无
量
、
譚
正
璧
、

胡
懐�
等
の

『

中
国
文
学
史』

、
就
中
胡
懐�『
中
国
文
学
史
概
要』

(

一
九
三
一
年)

に
お
け
る

｢

何
謂
文
学
、
何
謂
中
国
文
学
史｣

の

発
問
に
啓
発
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
作
者
は
、
文
学
に
社
会
経
済
生
活
の
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
し
、
郭
沫
若
の

『

中
国
古
代

社
会
研
究』

を
引
用
し
つ
つ
、
過
去
の
中
国
文
学
史
を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
文
学
の
将
来
を
決
定
で
き
る
と
す
る
。
ま
た
過

去
三
十
年

(

６)

の

『

中
国
文
学
史』

著
作
に
お
け
る
時
代
区
分
、
作
家
過
信
、
白
話
偏
重
、
文
学
分
野
逸
脱
の
誤
り
を
指
摘
し
、
該
著
が

｢

新
興
の
科
学
的
方
法
―
唯
物
論
の
弁
証
法｣

に
よ
っ
て
中
国
文
学
史
を
研
究
す
る
こ
と
を
標
榜
す
る
。

第
二
章
は
西
周
文
学
の
叙
述
で
あ
る
。
作
者
は
西
周
時
代
に
中
国
封
建
制
度
が
始
ま
り
、
貴
族
と
農
民
階
級
が
形
成
さ
れ
た
と
す
る
。

そ
し
て
貴
族
生
活
の
反
映
と
し
て

『

詩
経』

｢

甫
田｣

｢

楚
茨｣

等
詩
、
農
民
生
活
の
反
映
と
し
て

｢

七
月｣

等
詩
を
挙
げ
る
。

�
中
国
文
学
論
集

第
三
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第
七
〜
八
章
は
唐
五
代
の
文
学
史
で
あ
る
。
作
者
は
、
理
由
は
明
確
で
な
い
が
、
七
二
〇

(

開
元
八)

年
以
前
を

｢

初
唐｣

、
そ
れ
以

後
を

｢
中
唐｣

と
し
、
通
例
の

｢

初
盛
中
晩｣

唐
の
四
分
に
従
わ
な
い
。
但
し
温
庭�
・
李
商
隠
等
に
言
及
し
て

｢

晩
唐
時
代｣

と
い

う
表
現
を
用
い
る
。
作
者
の
分
析
で
は
、｢

初
唐｣

は
封
建
経
済
が
安
定
し
た
時
代
で
あ
り
、
こ
の
時
代
の
文
学
家
と
し
て
王
勃
・
楊

烱
・
盧
照
鄰
・
駱
賓
王
・
沈�
期
・
宋
之
問
の
詩
例
を
挙
げ
る
。
ま
た

｢

中
唐
五
代｣

を
封
建
経
済
が
破
綻
し
、
封
建
制
度
が
危
機
に

瀕
し
た
時
代
だ
と
し
、
以
下
の
四
つ
の
特
徴
と
詩
人
、
作
品
を
挙
げ
る
。

①
個
人
主
義
的
感
傷
の
表
現

(

李
白
・
李
賀
等)

②
自
然
の
闊
達
さ
を
描
い
た
作
品

(

王
維
・
孟
浩
然
等)

③
社
会
の
混
乱
と

人
民
の
苦
痛
を
描
い
た
作
品

(

杜
甫
・
白
居
易
等)

④
内
心
の
苦
悶
と
生
活
の
富
裕
を
描
い
た
作
品

(

温
庭�
・
李
商
隠
等)

ま
た
こ
の
時
代
の
特
徴
と
し
て
、
韓
愈
の
古
文
運
動
や
伝
奇
小
説
に
言
及
す
る
。

第
十
四
〜
十
六
章
は
清
末
か
ら
作
者
執
筆
当
時
ま
で
の
文
学
史
で
あ
る
。

第
十
四
章

｢

民
族
資
産
階
級
意
識
の
萌
芽
時
期
の
文
学｣

に
お
い
て
、
作
者
は
清
末
を

｢

国
際
資
本
主
義
の
流
入
と
封
建
経
済
の
動

揺｣

と
捉
え
、｢

封
建
社
会
の
残
像
を
表
現
し
た｣

作
家
と
し
て
黄
遵
憲
、
李
宝
嘉
、
呉
沃
堯
、
劉
鶚
、
曾
樸
、
更
に
翻
訳
文
学
者
と

し
て
林�
の
名
と
作
品
を
挙
げ
て
検
討
す
る
。
一
方
封
建
社
会
へ
の
未
練
を
表
現
し
た
文
学
の
代
表
者
は
王�
運
、
鄭
孝
胥
が
い
る
。

第
十
五
章

｢

封
建
時
代
の
残
滓
と
民
族
資
産
階
級
が
混
合
統
治
す
る
時
代
の
文
学｣

で
は
、
陳
独
秀
の

｢

三
大
主
義｣

、
胡
適
の

｢

八
不
主
義｣

を
引
用
し
、
次
い
で
魯
迅
、
周
作
人
、
葉
紹
鈞
、
郭
沫
若
、
郁
達
夫
、
張
資
平
、
徐
志
摩
、
謝
冰
心
の
人
と
文
学
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。
中
で
も
作
者
が
多
く
の
分
量
を
割
い
て
叙
述
す
る
作
家
は
魯
迅
、
郭
沫
若
、
徐
志
摩
で
あ
る
。

第
十
六
章

｢

労
働
大
衆
が
覚
醒
す
る
時
期
の
文
学｣

は
、
作
者
執
筆
直
前
数
年
間
の
文
学
情
勢
の
分
析
で
あ
る
。
一
九
二
八
年
で
改

章
す
る
理
由
は
不
明
だ
が
、
本
章
冒
頭
の
記
述
に
よ
る
と
、
一
九
二
九
年
の
世
界
経
済
大
恐
慌
や
革
命
勢
力
の
進
展
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
こ
こ
で
作
者
が
分
析
す
る
文
学
者
は
茅
盾
、
田
漢
、
丁
玲
、
張
天
翼
で
あ
り
、
特
に
茅
盾
に
つ
い
て
は
多
く
の
頁
を
割
く
。

以
上
、�
梅
羮

(

ま
た
譚
丕
模)

の

『

中
国
文
学
史
綱』

に
つ
い
て
、
冒
頭
と
末
尾
の
数
章
だ
け
で
あ
る
が
、
内
容
紹
介
を
試
み
た
。

作
者
が
第
一
章｢

緒
論｣

に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、
該
著
は
当
時
新
た
に
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た｢

唯
物
論
的
弁
証
法｣

に
よ
っ
て
、

当
時
已
に
数
編
の
先
著
が
あ
っ
た

『

中
国
文
学
史』

叙
述
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
作
者
は
同

｢

緒
論｣

に
お
い
て
、

経
済
的
変
遷
、
是
文
学
進
展
的
動
力
、
我
們
要
把
握
着
中
国
文
学
的
史
的
演
変
的
真
面
目
、
只
有
採
用
這
一
個
唯
物
論
的
弁
証
法
。
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中
国
文
学
史
綱』

と
譚
丕
模『

中
国
文
学
史
綱』

105



― ―

経
済
の
変
遷
は
文
学
進
展
の
原
動
力
で
あ
り
、
我
々
が
中
国
文
学
の
史
的
変
遷
の
真
実
を
把
握
し
よ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
唯
物

論
的
弁
証
法
を
採
用
す
る
し
か
な
い
。

と
述
べ
る
の
だ
が
、
分
量
の
関
係
か
ら
か
従
来
の
王
朝
別『

中
国
文
学
史』

の
体
裁
を
払
拭
し
き
れ
て
い
な
い
恨
み
を
筆
者
は
感
じ
る
。

二�
梅
羮
と
譚
丕
模
に
つ
い
て

わ
ず
か
七
十
年
程
前
の
事
で
あ
り
な
が
ら
、�
梅
羮
に
つ
い
て
は
今
日
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
く
、
筆
者
が
把
握
し
た
関
連
事
跡

は
以
下
の
微
々
た
る
数
点
に
止
ま
る
。

①
一
九
三
十
年
代
の
初
期
、
呂
振
羽
の
下
で
譚
丕
模
ら
と
共
に
中
国
共
産
党
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と

(

７)

。

②
そ
の
著

『

中
国
文
学
史
綱』
に
劉
復
が
序
を
寄
せ
て
い
る
こ
と

(

後
述)

。

③
更
に

『

資
本
主
義
与
世
界
植
民
問
題』
(

神
州
国
光
社
、
一
九
三
二
年)

の
著
が
あ
る
こ
と

(

８)

。

一
方
、
譚
丕
模
に
つ
い
て
は
、
履
歴
や
著
作
等
に
関
す
る
情
報
が
比
較
的
豊
富
で
あ
る
。
近
刊
の『

文
学
史
家
譚
丕
模
評
伝

(

９)』

に
よ
っ

て
、
拙
論
に
関
わ
る
事
項
を
挙
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
本
籍
、
生
没
年
…
湖
南
省
祁
陽
県
、
一
八
九
九
―
一
九
五
八
年
。

②
主
要
履
歴
…

一
九
二
三
―
二
八
年

(

二
十
三
―
二
十
九
歳)

…
北
平
高
等
師
範
学
校
―
北
京
師
範
大
学
学
生
。
―
一
九
二
九
年

(

三
十
歳)

…
同

年
卒
業
、
同
郷
の�
鳳
鑾
氏
と
結
婚
。
―
一
九
三
六
年

(
三
十
七
歳)

…
湖
南
に
帰
郷
し
、
抗
日
活
動
に
参
加
。
―
一
九
三
八
年

(

三
十
九
歳)

…
塘
田
戦
時
講
学
院
教
員
。
―
一
九
三
九
年

(

四
十
歳)

…�
浦
民
国
大
学
教
員
。
―
一
九
四
二
年

(

四
十
三
歳)

…
中

山
大
学
師
範
学
院
教
授
。
―
一
九
四
五
年

(

四
十
六
歳)

…
桂
林
師
範
学
院
教
授
。
―
一
九
四
九
年

(

五
十
歳)

…
湖
南
大
学
教
授
。

―
一
九
五
三
年

(

五
十
四
歳)

…
北
京
師
範
大
学
教
授
。
―
一
九
五
八
年

(

五
十
九
歳)

…
十
月
、
ア
フ
ガ
ン
・
ア
ラ
ブ
連
合
共
和

国
へ
の
中
国
文
化
代
表
団

(

団
長
は
鄭
振
鐸)

の
一
員
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
経
由
で
赴
く
途
中
、
飛
行
機
事
故
で
死
去
。

※
こ
の
他
、
一
九
三
十
〜
四
十
年
代
に
中
国
共
産
党
員
と
し
て
日
本
軍
や
国
民
党
に
抗
し
た
多
く
の
地
下
活
動
記
録
が
あ
る
。
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③
主
要
著
作

(

単
著
の
み
。『

文
学
史
家
譚
丕
模
評
伝』

｢

年
表｣

に
よ
る)

…

『
新
興
文
学
概
論』

(

北
平
文
化
学
社
出
版
、
一
九
三
二
年)

・『

文
芸
思
潮
之
演
進』
(

北
平
文
化
学
社
出
版
、
一
九
三
二
年)

『
中
国
文
学
史
綱
古
代
―
一
九
三
二
年』

(

北
新
書
局
、
一
九
三
三
年)

・『

宋
元
明
思
想
史
綱』

(

開
明
書
店
・
一
九
三
六
年)

『

清
代
思
想
史
綱』

(

開
明
書
店
・
一
九
四
〇
年)

・『

汪
精
衛
売
国
鼓
詞』
(�
浦
通
俗
出
版
社
、
一
九
四
〇
年)

『

中
国
文
学
史
綱
第
一
分
冊』

(

桂
林
文
化
供
応
社
、
一
九
四
七
年)

・『

中
国
文
学
史
綱
上
古
―
五
代』

(

高
教
出
版
社
、
一
九
五
四
年)

『

中
国
文
学
史
綱
上
冊』

(

人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
五
八
年)

・『

古
典
文
学
論
文
集』

(

長
江
文
芸
出
版
社
、
一
九
五
八
年)

『

中
国
文
学
思
想
史
合
璧』

(

遺
著
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
一
九
九
四
年)

以
上
か
ら
、
二
十
世
紀
の
前
半
を
生
き
た
譚
丕
模
は
、
清
末
―
民
国
―
新
中
国
の
激
動
期
に
あ
っ
て
、
日
本
軍
の
侵
略
に
抗
し
、

中
国
共
産
党
員
と
し
て
、
ま
た
北
京
師
範
大
学
等
の
教
員
と
し
て
、
唯
物
史
観
に
立
っ
た

『

中
国
文
学
史
綱』

を
始
め
と
す
る
文
学
史

著
作
を
次
々
に
世
に
問
う
た
、
現
代
中
国
を
代
表
す
る
著
名
な
文
化
人
、
教
育
者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
に
し
て
も
一

九
五
八
年
の
飛
行
機
事
故
は
団
長
の
鄭
振
鐸
(

当
時
六
十
一
歳)

の
遭
難
を
含
め
、
中
国
学
術
界
の
甚
大
な
損
失
で
あ
っ
た
。

三�
序

(

劉
復
序)
と
譚
序
に
つ
い
て

譚
丕
模

『

中
国
文
学
史
綱』
(

北
新
書
局
、
一
九
三
三
年)
に
は
、
一
九
三
三
年
六
月
九
日
の
日
付
が
あ
る
次
の
作
者
自
序
を
付
す
る

(

常
用
漢
字
、
日
文
式
の
表
記
で
示
す
。
番
号
は
引
用
者)

。

①
這
是
我
在
北
師
教
授
中
国
文
学
史
的
講
義
、
因
為
限
于
学
校
印
刷
的
関
係
、
写
得
非
常
簡
単
、
所
以
命
名
為

『

中
国
文
学
史
綱』

。

②
我
是
用
新
興
社
会
科
学
的
方
法
編
這
部
講
義
的
、
僅
花
了
八
九
個
月
的
時
光
、
自
然
免
不
了
幼
稚
、
這
是
要
請
読
者
教
正
的
。

③
因
為
我
用
的
方
法
与
過
去
一
般
編
文
学
史
者
不
同
、
市
上
所
出
版
的
中
国
文
学
史
材
料
、
大
致
不
可
用
、
只
好
向
歴
代
文
学
家
専

集
裡
去
找
、
以
我
毎
週
教
課
至
十
六
小
時
和
編
講
義
至
三
門
以
上
、
対
于
一
切
専
集
、
也
只
有
走
馬
看
花
的
渉
猟
一
次
過
去
、
自

然
免
不
了
有
遺
漏
作
者
或
作
者
的
代
表
作
、
這
也
是
要
請
読
者
教
正
的
。

④
第
十
二
章
以
前
的
材
料
、
有
一
部
分
是
鳳
鑾
代
找
的
。
第
十
四
章
以
後
的
材
料
很
不�
、
因
為
各
大
図
書
館
没
有
新
出
版
的
書
籍

�
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和
雑
誌
出
借
、
所
以
末
了
両
章
写
得
更
没
有
系
統
、
只
好
等
将
来
有
機
会
再
説
。

⑤
自
第
一
章
至
第
四
章
的
文
中
、
所
有

｢

原
始｣

字
様
、
都
是

｢

初
期｣

両
字
的
錯
誤
、
謹
此
声
明
。
作
者
六
、
九
、
一
九
三
三
。

こ
の
自
序
の
大
要
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

①
こ
の
本
は
北
京
師
範
大
の
中
国
文
学
史
講
義
本
で
あ
り
、
印
刷
の
関
係
で
簡
単
な
叙
述
に
な
っ
た
の
で

『

中
国
文
学
史
綱』

と

命
名
し
た
。
②
こ
の
本
は
新
興
の
社
会
科
学
的
方
法

(

引
用
者
注：

唯
物
史
観)

に
よ
っ
て
八
―
九
ヶ
月
で
書
い
た
が
、
幼
稚
部
分

の
是
正
を
読
者
に
お
願
い
す
る
。
③
新
し
い
手
法
の
た
め
、
過
去
の
中
国
文
学
史
著
が
役
に
立
た
ず
、
歴
代
文
学
家
の
専
集
を
繙

く
必
要
が
あ
っ
た
が
、
毎
週
の
講
義
準
備
に
忙
殺
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
の
専
集
を
簡
単
に
し
か
渉
猟
し
て
い
な
く
、
作
者
や
代
表
作

の
遺
漏
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
読
者
の
教
正
を
請
う
。
④
十
二
章
以
前
の
材
料
の
一
部
は
妻
の�
鳳
鑾
が
代
わ
り
に
調

べ
た
。
十
四
章

(

近
現
代)
以
後
は
資
料
が
不
足
し
た
。
そ
れ
は
図
書
館
の
新
本
が
貸
出
禁
止
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
末
二
章

(

十
五
―
十
六
章)

の
叙
述
が
体
系
化
さ
れ
て
い
な
い
が
、
将
来
の
訂
正
の
機
会
を
待
ち
た
い
。
⑤
第
一
〜
四
章
に
お
け
る

｢

原
始｣

は
全
て

｢

初
期｣

の
誤
植
で
あ
る
こ
と
を
声
明
す
る
。

作
者
、
一
九
三
三
年
六
月
九
日

こ
の
自
序
か
ら
は
、
大
学
の
中
文
講
義
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
三
十
年
代
初
頭
の
北
京
師
範
大
学
に
お
い
て
、
校
務
多
忙
の
時
間
を
割

い
て
図
書
館
資
料
を
渉
猟
す
る
青
年
学
者

(

及
び�
夫
人)

の
姿
が
彷
彿
す
る
。
こ
の
序
は
、
周
囲
の
事
情
の
説
明
に
終
始
し
、
著
者
と

し
て
苦
辛
し
た
は
ず
の
叙
述
内
容
の
説
明
に
踏
み
込
ん
で
い
な
い
も
ど
か
し
さ
は
残
る
が
、
僅
か
八
九
ヶ
月
で
該
著
を
完
成
し
た
と
い

う
旺
盛
な
精
力
に
は
驚
く
。
ま
た
⑤
節
で
こ
と
さ
ら

｢
原
始｣

↓

｢

初
期｣

字
の
訂
正
を
明
記
し
た
違
和
感
が
残
る
。

と
こ
ろ
が
、
何
と
も
奇
妙
な
こ
と
に
、
譚
丕
模
の

『

中
国
文
学
史
綱』

と
全
く
同
版
の
著
作
に
、
こ
れ
ま
で
中
国
文
学
史
書
目
に
一

切
載
録
さ
れ
な
か
っ
た�
梅
羮
の

『

中
国
文
学
史
綱

(�)』
が
存
在
し
、
同
著
に
は
、
以
下
の
劉
復
の

｢

十
一
、
一
九
三
一
、
劉
復｣

と
明

記
す
る

｢

劉
先
生
序｣

を
載
せ
る
。
や
や
長
文
な
が
ら
、
こ
の
序
は
今
日
学
界
へ
の
報
告
が
無
い
劉
復
の
佚
文
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
①
―
⑦
の
番
号
を
付
し
て
拙
訳
と
共
に
紹
介
す
る

(

同
じ
く
常
用
漢
字
、
日
文
式
の
表
記
で
示
す)

。

①
中
国
文
学
、
具
有
悠
久
的
歴
史
。
作
家
之
多
、
典
籍
之
繁
、
真
使
我
們
忘
洋
興
歎
！
要
用
史
的
眼
光
、
把
這
故
紙
残
篇
、
整
理

研
究
、
写
出
一
部
有
主
旨
和
系
統
的
中
国
文
学
史
、
当
然
不
易
。
况
且
中
国
向
来
没
有
文
学
史
的
観
念
、
所
以
旧
著
中
、
根
本
上
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就
没
有
所
謂

｢

文
学
史｣

、
可
以
供
我
們
借
鑑
的
。(

中
国
文
学
は
悠
久
の
歴
史
を
持
ち
、
作
家
や
典
籍
の
多
さ
に
茫
然
と
す
る
。
史
的
眼
光
を
も
っ

て
こ
の
反
古
紙
を
整
理
研
究
し
、
主
題
と
体
系
を
持
っ
た
中
国
文
学
史
を
書
こ
う
と
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
ま
し
て
中
国
に
は
従
来
文
学
史
の
観
念
が
な

く
、
古
典
中
に
我
々
の
拠
る
べ
き

｢

文
学
史｣

が
全
く
な
い
の
で
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。)

②
近
三
十
年
来
雖
有
不
少
的
中
国
文
学
史
出
版
、
大
都
是
一
些
漫
無
系
統
的
流
水
簿
記
而
已
！
不
但
没
有
科
学
的
方
法
、
而
且
根

本
上
缺
乏
歴
史
的
眼
光
！
所
以
上
焉
者
、
不
過
以
朝
代
或
個
人
為
単
位
、
呆
板
地
作
個
別
的
演
述
、
這
不
能
不
使
我
們
歎
息
近

来
中
国
著
作
界
的
貧
乏
！

(

こ
の
三
十
年
来
多
く
の

『

中
国
文
学
史』

が
出
版
さ
れ
た
が
、
概
ね
は
体
系
の
無
い
出
納
簿
で
あ
る
！
科
学
的
方
法
も
無

け
れ
ば
歴
史
的
眼
光
も
全
く
無
い
！
上
出
来
と
さ
れ
る
著
作
も
、
王
朝
や
個
人
ご
と
に
減
り
張
り
な
く
個
々
の
叙
述
を
し
て
い
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
で
は
我
々

は
近
来
の
中
国
著
作
界
の
貧
弱
さ
を
嘆
か
ざ
る
を
得
な
い
！)

③
一
九
三
零
年
的
冬
天
、
吾
友�
梅
羮
先
生
把
已
捜
集
文
学
史
的
材
料
及
編
輯
這
部
書
的
主
旨
、
和
我
商
議
、
我
很
同
情
他
、
并
且

鼓
励
他
快
点
完
成
。
到
今
年
的
冬
天
、
梅
羮
持
書
稿
請
我
訂
正
、
我
読
完
之
後
、
非
常
満
意
、
覚
得
在
最
近
文
学
史
上
是
一
部

｢

創
作｣

！
很
楽
意
介
紹
這
書
的
特
点：
(

一
九
三
〇
年
の
冬
、
我
が
友�
梅
羮
先
生
は
収
集
し
た
文
学
史
資
料
と
こ
の
書
の
主
旨
を
持
っ
て
、
私
に

相
談
に
来
た
が
、
私
は
大
い
に
共
鳴
し
、
彼
に
早
く
書
物
を
完
成
す
る
よ
う
に
激
励
し
た
。
今
年

(

一
九
三
一
年)

冬
、
梅
羮
が
原
稿
を
持
参
し
て
来
て
私
に

訂
正
を
求
め
た
が
、
私
は
読
了
後
、
非
常
に
満
足
し
、
こ
れ
は
最
近
の
文
学
史
上
の

｢

創
作｣

(

創
意
あ
る
作
品)

で
あ
る
と
感
じ
た
！
そ
こ
で
、
喜
ん
で
こ

の
書
の
特
徴
を
紹
介
す
る
。)

④
第
一
、
関
於
文
学
的
本
質：

本
書
的
取
材
、
僅
限
於
純
文
学
範
囲
之
内
。
把
那
些
関
於
其
他
学
科
―
政
治
、
哲
学
、
文
字
学
…
―

領
域
内
的
材
料
、
一
概
剔
出
。
所
以
這
是
一
部
純
粋
的
文
学
史
、
而
不
是
那
烏
烟
瘴
気�
雑
零
乱
的
流
水
簿
、
或
包
羅
万
象
的
混

合
史
。(

第
一
、
文
学
の
本
質
に
つ
い
て：

本
書
は
取
材
範
囲
を
純
文
学
に
限
定
し
、
関
連
す
る
そ
の
他
の
学
科
―
政
治
、
哲
学
、
文
字
学
等
の
領
域
内
の

材
料
を
全
て
除
く
。
そ
の
た
め
こ
の
書
は
純
粋
の
文
学
史
と
な
り
、
あ
の
得
体
の
知
れ
ぬ
怪
し
げ
な
出
納
簿
や
何
で
も
詰
め
込
ん
だ
混
合
書
の
類
の
中
国
文
学

史
書
で
は
な
い
。)

⑤
第
二
、
関
於
文
学
演
変：

従
文
学
的
下
層
構
造
―
経
済
基
礎
的
変
動
、
社
会
制
度
的
改
革
中
、
深
深
地
把
握

(�)

住
中
国
文
学
之
史

的
線
索
、
開
展
的
過
程
、
作
綜
合
的
叙
述
。
因
為
文
学
是
社
会
意
識
形
態
之
一
、
当
然
須
従
底
裡
着
手
、
才
能
分
晰
出
各
時
代
文

学�
変
的
交
光
互
影
、
及
其
暗
遷
黙
移
之
迹
、
以
説
明
中
国
文
学
史
的
真
諦
、
使
我
們
得
到
一
個
整
個
的
史
的
観
念
。
所
以
這
不
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梅
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是
断
片
地
呆
板
地
個
別
的
演
述
、
而
是
一
部
整
個
的
文
学
史
。(

第
二
、
文
学
の
演
変
に
つ
い
て：

こ
の
書
は
文
学
の
下
層
構
造
―
経
済
基
礎

の
変
動
や
社
会
制
度
の
改
革
の
中
に
中
国
文
学
の
史
的
端
緒
を
深
く
把
握
し
、
中
国
文
学
の
発
展
過
程
を
総
合
的
に
叙
述
し
た
。
と
い
う
の
も
、
文
学
は
社
会

の
意
識
形
態
の
一
で
あ
る
の
で
、
当
然
底
辺
の
意
識
構
造
か
ら
着
手
し
て
初
め
て
各
時
代
の
文
学
変
遷
の
綾
模
様
や
暗
転
の
跡
を
分
析
し
、
中
国
文
学
史
の
実

相
を
明
ら
か
に
し
、
我
々
に
完
全
な
史
観
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
こ
の
書
は
、
断
片
的
に
減
り
張
り
な
く
個
々
の
叙
述
を
す
る
の
で
は
な
く
、
一

冊
の
完
全
な
中
国
文
学
史
な
の
で
あ
る
。)

⑥
第
三
、
関
於
文
学
的
産
生
和�
的
特
質：

対
於
各
朝
代
、
各
派
別
、
各
個
人
的
文
学
之
所
以
産
生
和�
的
特
質
都
有
個
正
確
的
結

論
、
並
不
只
帰
功
於
当
代
君
主
的
提
唱
、
某
派
作
家
的
努
力
、
某
個
作
家
的
天
才
、
因
為
単
純
的
個
人
関
係
、
並
不
能
産
生
有
価

値
的
文
学
；
而
只
認
為
是
時
代
的
反
映
、
特
殊
環
境
的
産
児
。
這
可
以
打
破
従
来
相
信
作
家
崇
拝
天
才
的
謬
見
！
這
様
才
可
以

根
本
地
推
闡
各
階
段
文
学
的
内
相
、
説
明�
的
価
値
。(

第
三
、
文
学
の
生
産
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て：

こ
の
書
は
各
王
朝
、
各
派
、
各
個
人
が
文

学
作
品
を
生
産
す
る
所
以
と
そ
の
特
質
に
つ
い
て
正
確
な
結
論
を
有
し
て
お
り
、
そ
れ
を
単
に
当
代
君
主
の
提
唱
や
某
派
作
家
の
努
力
や
某
作
家
の
天
才
の
功

績
と
は
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
単
純
な
個
人
関
係
は
価
値
あ
る
文
学
作
品
を
生
産
で
き
ず
、
時
代
相
の
反
映
や
特
殊
環
境
の
産
物
と
し
か
認
め
ら
れ
な
い

か
ら
だ
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
は
じ
め
て
従
来
作
家
の
天
才
崇
拝
の
謬
見
を
打
破
で
き
る
し
、
根
本
か
ら
各
層
に
お
け
る
文
学
の
内
実
を
解
明
し
、
そ
の
特
質

を
説
明
す
る
こ
と
が
出
来
る
。)

⑦
以
上
数
端
、
不
過
是
略
挙
其
犖
犖
大
者
；
至
於
分
時
断
代
的
審
慎
、
観
察
的
精
細
周
密
、
引
証
的
明
確
恰
当
、
自
有
本
書
客
観
的

答
復
、
用
不
着
我
吹
嘘
、
這
裡
我
只
是
把
梅
羮
著
作
本
書
経
過
的
一
点
事
実
写
出
来
罷
了
。

十
一
、
一
九
三
一
、
劉
復

(

以
上
の
数
点
は
明
白
な
特
徴
を
挙
げ
た
に
過
ぎ
な
い
。
周
到
慎
重
な
時
代
区
分
、
緻
密
な
洞
察
、
的
確
な
引
証
に
つ
い
て
は
、
本
書
に
客
観
的
な
回
答
が
あ
り
、

私
が
吹
聴
す
る
ま
で
も
な
い
。
こ
こ
で
私
は
、�
梅
羮
の
本
書
制
作
に
か
か
る
経
緯
の
事
実
の
一
端
を
記
し
た
ま
で
で
あ
る
。

一
九
三
一
年
十
一
月

劉
復)

以
上
の
劉
復
の
序
か
ら
判
明
す
る�
梅
羮

『

中
国
文
学
史
綱』

の
成
書
に
か
か
る
重
要
な
事
実
は
、
上
記
③
節
に
記
さ
れ
る
。
そ
こ

で
劉
復
は
、�
梅
羮
が

『

中
国
文
学
史
綱』

の
資
料
と
構
想
を
持
っ
て
劉
復
に
相
談
に
来
た
の
が
一
九
三
〇
年
冬
で
あ
る
こ
と
、
そ
の

構
想
に
共
鳴
し
た
劉
復
は
大
い
に
成
書
を
激
励
し
た
こ
と
、
一
年
後
の
一
九
三
一
年
冬
に�
梅
羮
が『

中
国
文
学
史
綱』

の
原
稿
を
持
っ

て
劉
復
に
訂
正
を
求
め
に
来
た
こ
と
、
一
読
し
て
非
常
に
満
足
し
た
劉
復
は
喜
ん
で
こ
の
序
を
認
め
た
こ
と
、
等
を
明
ら
か
に
す
る
。

中
国
文
学
論
集

第
三
十
六
号
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こ
の
著
が
一
九
三
二
四
月
に
神
州
国
光
社
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る

(

後
掲
影
印
資
料
参
照)

こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
間
も
な
く
原
稿
が
出
版

社
に
渡
さ
れ
、
約
半
年
後
に
出
版
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

以
上
は
劉
復
の
序
文
の
全
文
で
あ
る
。
そ
の
内
容
と
い
い
、
措
辞
と
い
い
、
ま
ず
間
違
い
な
く
劉
復
本
人
の
文
章
で
あ
る
と
筆
者
は

判
断
す
る
が
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
序
文
は
劉
復
の
文
集
等
に
収
録
さ
れ
な
い
佚
文
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
こ
の
序
が
書
か
れ
た
一

九
三
一
年
前
後
の
劉
復
の
事
跡
に
つ
い
て
検
証
す
る
こ
と
に
す
る
。

四

劉
復

(

半
農)

に
つ
い
て

劉
復

(

一
八
九
一
―
一
九
三
四)
、
字
は
半
農
、
江
蘇
省
江
陰
の
人
。
清
末
―
民
国
期
の
詩
人
、
作
家
、
国
語
学
者
で
あ
る
。
一
九
一

七
年
、
陳
独
秀
の
推
薦
で
北
京
大
学
予
科
教
員
と
な
る
。
一
九
二
〇
年
、
教
育
部
派
遣
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
大
学
留
学
、
翌
年
パ
リ
大
学

へ
留
学
し
、
博
士
号
を
取
得
す
る
。
一
九
二
五
年
帰
国
、
北
京
大
学
教
授
。
一
九
三
四
年
、
中
国
西
北
方
言
調
査
中
に
伝
染
病
に
罹
患

し
て
病
没
、
四
十
四
歳
。
学
識
の
蓄
積
に
よ
っ
て
重
さ
を
増
す
青
壮
年
学
者
の
夭
折
が
何
と
も
惜
し
ま
れ
る
。

略
歴
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
劉
復
は
清
末
中
国
に
生
ま
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
含
み
、
青
壮
年
期
に
辛
亥
革
命
、
文
学
革
命
、

五
四
運
動
、
日
中
戦
争
を
体
験
し
た
当
時
の
代
表
的
な
進
歩
派
文
人
で
あ
る
。
特
に
パ
リ
大
学
留
学
時
に
修
得
し
た
中
国
語
音
声
学
研

究
に
特
徴
が
あ
る
。
主
要
著
作
に

『

中
国
文
法
通
論』

『
四
声
実
験
録』

『

瓦
斧
集』

『

揚
鞭
集』

『

半
農
雑
文』

『

宋
元
以
来
俗
字
譜』

『

中
国
俗
曲
総
目
稿』
『

敦
煌�
瑣』

等
の
学
術
書
・
詩
文
集
の
ほ
か
に
、『

香�
集』

『

西
遊
補』

等
の
文
学
書
の
校
点
、『

影
印
貫
華

堂
原
本
水
滸
伝』

序
、『

賽
金
花
本
事』

(

原
纂)

等
の
編
纂
、
及
び

『

国
外
民
歌
訳』

『

法
国
短
編
小
説
集』

等
の
訳
著
多
数
が
あ
る

(�)

。

�
梅
羮

『

中
国
文
学
史
綱』

序
に
日
付
を
明
記
す
る
一
九
三
一
年
十
一
月
当
時
、
北
京
大
学
教
授
で
あ
る
劉
復
は
代
表
的
な
文
人
学

者
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
が
、
一
方
、
当
時
を
取
り
巻
く
政
治
情
況
と
し
て
、
二
ヶ
月
前
の
九
月
十
八
日
に
満
州
事
変
が
勃
発
し
、
日

中
戦
争
に
突
入
し
た
歴
史
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
当
時
北
京
大
学
の
同
僚
で
あ
っ
た
周
作
人

(

一
八
八
五
―
一
九
六
七)

が
親
日
的
で

あ
っ
た
の
と
は
対
照
的
に
、
劉
復
は
よ
り
中
国
人
的
な
熱
烈
な
愛
国
者
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
な
お
、
劉
復

(

半
農)

の

｢

友
人｣

で

あ
る
魯
迅
は

｢

劉
半
農
君
を
追
憶｣

す
る
追
悼
文
を
残
し
、『

魯
迅
日
記』

に
も
そ
の
名
が
頻
出
す
る
。
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梅
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そ
の
劉
復
が

｢

一
九
三
一
年
十
一
月｣

の
日
付
で
、
当
時
無
名
で
あ
っ
た�

梅
羮
の

『

中
国
文
学
史
綱』

に
序
文
を
寄
せ
た
の
は
、

上
述
の
引
用
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
そ
の
新
興
の
科
学
方
法

(

唯
物
史
観)

に
よ
る
中
国
文
学
史
分
析
の
新
し
い
手
法
に
感
銘
し

(

劉

復
自
身
の
唯
物
史
観
へ
の
信
頼
は
と
も
か
く)

、
そ
の
早
期
完
成
を
祝
し
て
の
激
励
の
意
を
込
め
て
の
事
と
思
わ
れ
る
。

五

神
州
国
光
社
と
北
新
書
局

こ
こ
で
は
、�
梅
羮
と
譚
丕
模
の

『

中
国
文
学
史
綱』

を
出
版
し
た
神
州
国
光
社
と
北
新
書
局
に
つ
い
て
、
一
九
三
十
年
代
初
頭
の

情
況
を
中
心
に
概
括
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

神
州
国
光
社

(�)
は
一
九
〇
一
年
、
黄
賓
虹
・�
実
に
よ
っ
て
創
立
。
社
屋
は
始
め
上
海
河
南
路
一
三
六
号
、
後
に
福
州
路
三
七
八
号
、

間
も
な
く
福
州
路
三
八
四
弄
四
号
に
遷
る
。
最
初
は
コ
ロ
版
に
よ
る
書
画
字
帖
金
石
印
譜
等
を
出
版
。
黄
賓
虹
主
編

『

神
州
国
光
集』

『

神
州
大
観』

を
出
版
、
一
九
一
一
年
に
黄
・�
合
編
の

『

美
術
叢
書』

を
発
刊
。
後
に
経
営
の
改
善
を
図
り
、
一
九
二
八
年
に
陳
銘

枢
が
会
社
を
買
い
取
り
、
黄
居
素
・
王
礼
錫
の
経
営
陣
に
移
行
、
北
京
等
の
全
国
に
分
店
を
置
い
て
業
務
内
容
を
拡
大
す
る
。
こ
の
頃
、

美
術
書
に
加
え
て
社
会
科
学
、
文
芸
訳
著
の
出
版
に
重
点
を
移
し
、『

読
書
雑
誌』

『

文
化
雑
誌』

等
を
刊
行
。
一
九
三
三
年
、
陳
銘
枢

が
福
建
で
抗
日
反
蒋
活
動
に
参
加
し
た
罪
で
、
全
国
各
地
の
分
店
が
封
鎖
さ
れ
る
。
租
界
に
あ
っ
た
上
海
本
店
は
封
鎖
を
免
れ
た
も
の

の
、
経
営
続
行
が
困
難
と
な
り
、
新
た
に
言
行
出
版
社
を
設
立
し
て

『

科
学
知
識
小
叢
書』

等
を
刊
行
す
る
。

以
上
の
概
略
か
ら
も
、｢

一
九
三
二
年
四
月
出
版
、
一
九
三
三
年
十
一
月
再
版
、
神
州
国
光
社
出
版
発
行｣

の
奥
書

(

付
載
影
印
参
照)

を
持
つ�
梅
羮

『

中
国
文
学
史
綱』

は
出
版
前
後
の
情
況
が
微
妙
で
あ
る
。
即
ち
一
九
三
三
年
の
神
州
国
光
社
封
鎖
事
件
と
同
年
十
一

月
の

『

中
国
文
学
史
綱』

再
版
の
関
係
で
あ
る
が
、
更
な
る
具
体
的
な
把
握
が
困
難
な
今
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
記
録
す
る
に
止
め
る
。

ま
た
北
新
書
局

(�)

は
、
一
九
二
五
年
、
魯
迅
の
支
持
の
下
に
、
北
京
大
学
に
学
ん
だ
李
志
雲
、
李
小
峰
兄
弟
が
設
立
。『

苦
悶
の
象
徴』

『

吶
喊』
『

中
国
小
説
史
略』

等
の
魯
迅
著
訳
書
の
多
く
や

『

語
絲』

『

新
潮』
等
の
雑
誌
を
出
版
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
一
九
二
七

年
、
張
作
霖
に
よ
っ
て
北
京
総
局
が
封
鎖
さ
れ
る
と
、
総
局
を
上
海
宝
山
路
、
後
に
福
州
路
三
五
三
号
に
移
す
。
一
九
三
二
年
、
林
蘭

(

李
小
峰)

の

『

小
猪
八
戒』

が
回
族
の
禁
忌
を
犯
し
た
こ
と
を
口
実
に
、
国
民
党
に
よ
っ
て
営
業
停
止
を
命
じ
ら
れ
る
。
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以
上
、
概
略
で
は
あ
る
が
、
一
九
三
十
年
代
初
頭
の
中
国

(

北
京
・
上
海)

は
、
日
本
軍
・
国
民
党
・
共
産
党
等
の
勢
力
が
入
り
乱
れ

る
複
雑
な
政
治
状
況
、
及
び
出
版
情
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
露
わ
と
な
る
。

譚
丕
模

『

中
国
文
学
史
綱』

出
版
の
奥
書
が
あ
る

｢

一
九
三
三
年
八
月｣

に
お
け
る
北
新
書
局
の
情
況
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
上

記
の
概
略
か
ら
は
把
握
が
な
お
困
難
で
あ
る
が
、
神
州
国
光
社
・
北
新
書
局
と
も
に
一
九
三
十
年
代
初
頭
、
上
海
福
州
路
に
近
接
し
て

総
局
を
構
え
て
い
た
こ
と
は
、
両
著
の
出
版
の
経
緯
を
究
明
し
よ
う
と
す
る
拙
稿
に
お
い
て
は
看
過
で
き
な
い
重
要
な
事
実
で
あ
る
。

ま
と
め

拙
稿
を
ま
と
め
る
に
当
た
り
、(
一)

劉
復
序
と
譚
丕
模
序
の
信
憑
性
、(

二)�
梅
羮
と
譚
丕
模
の
一
九
三
十
年
代
初
頭
の
関
係
、

(

三)

神
州
国
光
社
と
北
新
書
局
の
一
九
三
十
年
代
初
頭
の
情
況
、(

四)

後
発
の
譚
丕
模
側
の
疑
念
の
払
拭
に
つ
い
て
、
の
各
項
に
つ

い
て
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

(

一)

劉
復
序
と
譚
丕
模
序
の
信
憑
性

第
三
章
に
引
用
し
た�
梅
羮

『

中
国
文
学
史
綱』
に
寄
せ
た
劉
復
序
は
、
そ
の
後
進
研
究
者
た
る�
梅
羮
と
の
出
会
い
と
激
励
、
新

興
の
文
学
史
観
に
よ
る�
梅
羮
の
労
作
に
対
す
る
評
価
等
の
観
点
か
ら
、
筆
者
は
劉
復
の
佚
文
で
あ
る
と
判
断
す
る
。
こ
の
文
が
八
十

年
近
く
劉
復
研
究
者
の
調
査
網
か
ら
漏
れ
た
理
由
は
、
劉
復
の
一
九
三
四
年
四
十
四
歳
で
の
夭
折
、
事
跡
が
皆
無
に
近
い�
梅
羮
の
発

言
に
よ
る
補
強
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
神
州
国
光
社
の
一
九
三
三
年
の
封
鎖
事
件
等
の
様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
が
、
当
事
者
や

関
係
者
の
新
証
言
が
得
ら
れ
な
い
今
は
、
真
相
は
残
念
な
が
ら
闇
の
中
で
あ
る
。

一
方
の
譚
丕
模
序
は
、
序
文
を
撰
し
た
の
は
確
か
に
本
人
で
あ
ろ
う
し
、
北
京
師
範
大
の
中
国
文
学
史
講
義
資
料
の
収
集
に
夫
婦
共

に
奔
走
し
た
の
も
事
実
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
序
末
の｢

原
始｣

↓｢
初
期｣

の
修
正
は
不
自
然
で
あ
る
し
、
ま
た
十
八
頁
註
八
に
、

自
分
の
論
文
を
引
用
し
て

｢

参
見
譚
丕
模
的
中
国
革
命
問
題
的
認
識｣

と
記
す
る
の
も
、
見
方
に
よ
っ
て
は
違
和
感
を
免
れ
な
い
。
仮

に

『

中
国
文
学
史
綱』

を
譚
著
と
し
た
場
合
、
一
九
三
三
年
六
月
の
日
付
を
有
す
る
譚
丕
模
序
が
、
前
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
同
版
の

�

梅
羮

『

中
国
文
学
史
綱』

に
つ
い
て
全
く
言
及
し
な
い
の
は
、
や
は
り
不
自
然
不
可
解
で
あ
る
。

�
梅
羮『

中
国
文
学
史
綱』

と
譚
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こ
れ
を
要
す
る
に
、
譚
丕
模
序
文
は
確
か
に
本
人
の
自
序
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

『

中
国
文
学
史
綱』

本
文
が
前
年
刊
行
の�

梅
羮
著

の
本
文
と
同
版
で
あ
る
こ
と
の
説
明
が
後
刊
の
譚
丕
模
側
に
求
め
ら
れ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
譚
序
に
そ
の
説
明
は
無
い
。

(
二)�
梅
羮
と
譚
丕
模
の
一
九
三
十
年
代
初
頭
の
関
係

�
梅
羮
に
関
し
て
は
、『

中
国
文
学
史
綱』

を
出
版
し
た
一
九
三
二
年
前
後
の
伝
記
資
料
に
乏
し
い
。

譚
丕
模
に
つ
い
て
は
、『

文
学
史
家
譚
丕
模
評
伝』

に
よ
っ
て
、
三
一
年
九
月
十
八
日
の
満
州
事
変
勃
発
前
後
に
抗
日
活
動
に
身
を

投
じ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
恐
ら
く�
梅
羮
も
同
様
の
愛
国
運
動
に
邁
進
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ
の
二
人
を
結
び
つ

け
る
確
か
な
伝
記
資
料
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。

(

三)

神
州
国
光
社
と
北
新
書
局
の
一
九
三
十
年
代
初
頭
の
情
況

第
五
章
に
示
し
た
神
州
国
光
社
と
北
新
書
局
の
略
史
か
ら
、『

中
国
文
学
史
綱』

を
出
版
し
た
一
九
三
十
年
代
初
頭
、
両
出
版
社
と

も
に
上
海
の
文
化
街
福
州
路
に
近
接
し
て
社
屋
を
構
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
蒋
介
石
や
張
作
霖
の
封
鎖
事
件
が
神
州
国
光
社
や
北

新
書
局
に
与
え
た
衝
撃
の
大
き
さ
は
甚
大
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
譚
側
の
盗
版
疑
惑
を
含
む

『

中
国
文
学
史
綱』

出
版
に
絡
む
具
体

的
な
経
緯
に
つ
い
て
、
筆
者
は
残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
具
体
的
な
実
証
資
料
を
持
た
な
い
。
た
だ
軍
閥
の
出
版
界
介
入
が
徹
底
的
で
あ

り
、
当
時
出
版
社
は
未
曾
有
の
存
亡
の
危
機
に
陥
っ
た
で
あ
ろ
う
事
を
推
測
す
る
の
み
で
あ
る
。

(

四)

後
発
の
譚
丕
模
側
の
疑
念
の
払
拭
に
つ
い
て

譚
丕
模
は
中
国
に
お
い
て
最
も
早
く
歴
史
唯
物
主
義
の
観
点
と
方
法
に
よ
っ
て
中
国
文
学
史
を
研
究
し
た
著
名
な
文
学
史
家
で
あ
り
、

卓
越
し
た
教
育
者
で
あ
る

(�)
。
唯
物
史
観
に
よ
る
分
析
を
試
み
た
そ
の

『

中
国
文
学
史
綱』

は
、
著
者
自
ら
何
度
も
校
訂
を
重
ね

(�)

、
現
代

中
国
に
お
け
る
テ
ー
マ
別
の
中
国
文
学
史
著
述
と
し
て
相
当
の
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
拙
稿
は
そ
れ
ら
の
赫
赫
た
る
業
績
と
高
い

評
価
を
認
識
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
一
九
三
三
年
版

『

中
国
文
学
史
綱』

に
つ
い
て
は
、
直
前
に�
梅
羮
の
同
版
著
作
の
存
在
が

明
ら
か
に
な
っ
た
以
上
、
何
ら
か
の
説
明
を
譚
丕
模
側
に
求
め
た
い
が
、
既
に
七
十
年
以
上
も
前
の
旧
事
で
あ
り
、
外
国
の
一
研
究
者

と
し
て
は
こ
れ
以
上
の
探
索
が
困
難
で
あ
る
。
或
い
は
無
学
の
故
の
資
料
の
見
落
と
し
や
誤
解
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
以
上
の

調
査
結
果
を
中
日
の
学
界
に
報
告
し
、
関
係
各
位
の
ご
教
示
を
待
つ
も
の
で
あ
る
。
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注

(
１)

拙
稿

｢

明
治
日
本
の

『

支
那
文
学
史』

と
清
末
民
初
中
国
の

『

中
国
文
学
史』｣
(

九
州
中
国
学
会

『

九
州
中
国
学
会
報』

四
十
四
、
二

〇
〇
六
年)

、
ま
た｢

日
中『

中
国
文
学
史』

の
初
期
著
作
に
お
け
る｢

西
学
東
漸｣｣

(『

南
腔
北
調
論
集
―
中
国
文
化
の
伝
統
と
現
代』

、

東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
年)

参
照
。

(

２)

黄
山
書
社
、
一
九
八
六
年
。
及
び
こ
の
旧
版
と
思
わ
れ
る『

中
国
文
学
史
旧
版
書
目
提
要』

(

上
海
社
会
科
学
院
文
学
研
究
所
、
刊
年
不
詳)

。

(

３)

大
象
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
。
こ
の
間
に
、
黄
文
吉

『

台
湾
出
版
中
国
文
学
史
書
目
提
要』

(

万
巻
楼
、
一
九
九
六
年)

が
あ
り
、
台
湾

出
版
の
関
連
書
目
を
幅
広
く
網
羅
す
る
が
、
付
録

｢

中
国
文
学
史
総
書
目

(

一
八
八
〇
―
一
九
九
四)｣

に
は
諸
外
国
も
含
め
て
一
六

〇
六
種
の
書
目
を
収
録
す
る
と
い
う
。
な
お
、
吉
平
平
・
黄
暁
静

『

中
国
文
学
史
著
版
本
概
覧』

(

遼
寧
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
年)

に
収
録
す
る
関
連
書
目
は
五
七
八
種
で
あ
る
。

(

４)

董
乃
斌

｢

文
学
史：

需
要
理
論
与
実
践
的
互
動｣

(『

上
海
文
化』

二
〇
〇
五
年
五
期
、
総
五
二
期
、
上
海
市
作
家
協
会
・
上
海
社
会
科

学
院
文
学
研
究
所)

。
原
文
は

｢
到
目
前
為
止
、
我
国
已
出
版
一
六
〇
〇
余
部
中
国
文
学
史
、
但
佳
作
寥
寥
、
而
目
前
還
在
以
毎
年
十
余

部
的
高
速
産
出
、
有
的
学
者
対
此
表
示
担
憂
。｣

(

５)�
梅
羮

『

中
国
文
学
史
綱』

と
譚
丕
模

『
中
国
文
学
史
綱』

は
、
全
く
の
同
版
で
あ
る
。
両
著
の
本
文
が
同
版
で
あ
る
理
由
は
、
全
書

の
印
刷
活
字
の
濃
淡
、
下
記
の
同
一
誤
植

(
カ
ッ
コ
内
正
字)

に
加
え
、
次
図
に
示
す
同
一
の
不
良
活
字
使
用
等
に
よ
る
。

稽
康

(�
康
、
八
五
頁)

、
義
鳥

(

義
烏
、
一
一
七
頁)
、
趙
景�(
趙
景
深
、
一
六
九
頁)

、
胡
翼
雲

(

胡
雲
翼
、
二
〇
七
頁)

、
淅
江

(

浙
江
、
二
七
七
、
二
九
四
頁)

、
寧
海

(

海
寧
、
三
〇
三
頁)

(

６)

一
九
〇
四
年
の
林
伝
甲

『

中
国
文
学
史』

発
表
か
ら

『

中
国
文
学
史
綱』
発
表
の
一
九
三
二
年
ま
で
。

(

７)

初
代
学
長
で
あ
る
呂
振
羽
に
つ
い
て
述
べ
た
大
連
理
工
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
。

(

８)

日
本
で
は
大
阪
市
立
大
学
図
書
館
所
蔵
、
未
見
。
な
お
こ
の
他
に

『

敵
情
研
究』

(�
梅
羮
著
、
国
民
出
版
社
、
一
九
四
〇)

、『

敵
情
研

究』
(�

梅
羮
編
輯
、
国
民
出
版
社
、
一
九
三
九)

の
二
点
が
吉
林
省
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索
で
き
る
が
、
本
稿
と
同
一
人
物

�
梅
羮『
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史
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か
不
明
。

(
９)

張
谷
・
譚
得
伶

(

譚
丕
模
女
、
北
京
師
範
大
学
教
授)

編
、
北
京
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。
な
お
こ
の
本
に�

梅
羮
へ
の
言

及
は
無
い
。

(�)
架
蔵
本
は

｢

一
九
三
二
年
四
月
出
版
、
一
九
三
三
年
十
一
月
再
版
、
神
州
国
光
社
刊｣

本

(

後
掲
の
影
印
資
料
参
照)

。
該
書
は
日
本
ま

た
は
中
国
の
古
書
店
で
購
入
し
た
は
ず
だ
が
、
定
か
な
記
憶
も
記
録
も
筆
者
に
は
な
い
。

(�)
｢

把
握｣

、
原
文
は

｢

把
提｣

に
誤
る
。

(�)
資
料
集
に

『
劉
半
農
研
究
資
料』

(

鮑
晶
編
、
天
津
人
民
出
版
社
、
一
九
八
五
年)

、
評
伝
に

『

劉
半
農
伝』

(

朱
洪
著
、
東
方
出
版
社
、

二
〇
〇
七
年)

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
書
に
、
劉
半
農
の�
梅
羮

『

中
国
文
学
史
綱』

序
文
の
記
録
、
言
及
は
無
い
。

(�)
『

上
海
出
版
志』

(

同
編
纂
委
員
会
、
上
海
社
会
科
学
院
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年)

に
よ
る
。

(�)
前
注

『

上
海
出
版
志』

の
ほ
か
、『

中
国
出
版
志』

(

吉
少
甫
主
編
、
学
林
出
版
社
、
一
九
九
一
年)

を
参
照
。

(�)
『

文
学
史
家
譚
丕
模
評
伝』

冒
頭
の
肖
像
紹
介
文
よ
り
引
用
。

(�)
同

『

文
学
史
家
譚
丕
模
評
伝』

二
六
九
頁
に
よ
る
と
、
一
九
四
七
年
版

『

中
国
文
学
史
綱』

(

第
一
分
冊)

序
言
に
お
い
て
、
既
に

｢

前

後
凡
そ
六
度
稿
を
易
え
た｣

こ
と
を
述
懐
す
る
。

(

※)

本
論
文
は
、
第
二
二
五
回
中
国
文
藝
座
談
会

(
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
〇
六
年
九
月
九
日)

に
お
い
て
、
筆
者
が

｢

別
人
同
版

の
中
国
文
学
史
著
作�
梅
羮
と
譚
丕
模
の

『
中
国
文
学
史
綱』

を
め
ぐ
っ
て

｣

と
題
し
て
口
頭
発
表
し
た
原
稿
を
、
新
た
に

論
文
に
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

※)

本
論
文
は
、
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費

(

基
盤
研
究
Ｃ
、
平
成
十
七
―
十
九
年
度
、
課
題
番
号
一
七
五
二
〇
二
三
四)

に
よ
る
研

究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

中
国
文
学
論
集
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の
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(

譚
丕
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著

『

中
国
文
学
史
綱』

の
奥
書
き)


